正得地区意見交換概要

　日時　平成24年7月9日　19：30～

　場所　正得公民館

　出席　60人

問　自転車通学の中学生の安全確保について、県道の歩道が自転車通行可能のものが完成したが、あまり利用されていないので、自転車通行可の標識をつけてほしい。

答　交通安全標識については公安委員会、警察等が担当しているので強く要望したい。一度、現場を確認する。

問　「草なしらくらく大作戦」事業は、今までにない新しい視点で農家にとってはありがたい。地区でも同様のことに取り組んでいるがうまくいかない場合も多い。カバープランツに関する情報が少ないのが一つの要因なので、市での取り組みの詳細な情報を開示してほしい。

答　本年、試験施工しており来年は追跡調査をする。事業として目途が立った段階で、行政が主体となって取り組みを進めて行きたい。情報の公開は随時していく。

問　県道276号の歩道整備をお願いしたい。新潟ではゼブラゾーンで歩道と車道を区分けし、除雪を一度に行えるような方法を取っている事例もある。

答　県の重点要望の中で要望しており、引き続き要望していく。新幹線関連の工事が終われば進むと考えている。ゼブラゾーン化は、費用対効果などを検証するためモデルを選定して実施してみたい。

問　新幹線の管理道路については、橋脚とはいえ暗いので犯罪が増えるのではないかと心配だ。もし照明の計画がないのなら発注者負担で施工するように交渉をお願いしたい。

答　犯罪は暗いところで起きるということで懸念材料である。発注者負担については要望してみる。

問　アートハウス建設に対する市長自身の考えは。

答　子供たちのために美術施設をつくってあげたいという寄付者の気持ちを酌みたい思いもあるが、財政状況なども踏まえて議会と協議し検討したい。

問　防災無線は以前聞こえないことがあった。不都合があっては役に立たないので常に確認してほしい。場所によって大変聞き取りにくいところもある。

答　音が聞こえにくい所もあるということで順次整備している。現状を把握するため調査する。

問　石動駅周辺整備で、無料駐車場はできるのか。

答　駅南に200台ほどの駐車スペースを予定している。無料化、低料金化は、民間の駐車場との兼ね合いもあるので総合的に議論しなければいけない。

問　毎年ごみゼロ運動を実施しているが、捨てなければ拾わなくていいわけで、罰則を設けた条例を整備できないか。

答　条例については、「きれいな町づくり条例」がある。ただし、罰則はなく、みんなで意識を高めようという条例である。5月30日に集まったごみの量を見ると、相当少なくなってきており、意識改革が進んでいる表れかと思う。

問　東日本大震災以降、防災訓練も変化している。弱者救済について、台帳でもあれば良いのだが、役所でも教えてもらえない現状だ。

答　防災訓練は、確かに災害弱者への対応を進めなければいけない。各地区からも行政から情報を出してほしいという指摘をいただいいるが、個人情報の関係で難しい。国の制度そのものを変える必要があり、市長会などを通じて要望していく。
